


　

東
日
本
大
地
震
は
、
人
間
の
想
像
を

絶
す
る
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
、
二
万
人

以
上
の
方
々
が
地
震
や
津
波
の
犠
牲
に
な

り
、
三
ヶ
月
過
ぎ
た
現
在
も
、
被
災
地
で

は
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
お
く
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
未
曾
有
の
天
災
と
人
災
の

中
で
、
我
々
の
心
を
照
ら
す
希
望
の
光
が

報
道
の
中
で
か
い
ま
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

我
々
現
代
人
は
文
明
に
浸
り
き
っ
て
何

事
も
便
利
な
も
の
を
求
め
続
け
、
経
済
を

優
先
し
目
的
至
上
主
義
と
走
り
、
人
と
人

と
の
温
も
り
も
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
中

に
、
こ
の
震
災
を
機
に
冷
静
な
行
動
・
助

け
合
い
の
心
、
家
族
の
絆
、
人
と
人
の
絆

の
大
切
さ
、
有
難
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
は
暴
動
、
略
奪
と
い
っ
た
無
法

状
態
が
つ
き
も
の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
人

は
文
化
的
に
個
々
の
欲
望
・
感
情
を
抑
制

射
水
神
社
宮
司　
　
　

松

本

正

昭

ご
挨
拶

す
る
力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
有
史

以
来
、
皇
室
を
中
心
に
し
た
先
人
が
培
っ

た
文
化
で
あ
り
、
先
人
が
護
り
伝
え
て
き

た
文
化
で
あ
り
ま
す
。

　

今
度
の
大
震
災
に
お
い
て
も
、天
皇
・
皇

后
両
陛
下
は
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
人
々
を
幾
度
と
な
く
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。お
見
舞
い
を
受
け
た
被
災
者
は
、

ど
ん
な
に
癒
さ
れ
、勇
気
づ
け
ら
れ
、何
と

も
言
え
ぬ
安
心
感
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。あ
ら
た
め
て
皇
室
の
有
難
さ
を
感

じ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
連
の
事
務
総
長
は
「
日
本
人
の
マ

ナ
ー
は
世
界
一
」「
人
類
で
最
高
の
先
進

性
が
日
本
に
あ
る
」「
日
本
人
に
学
ぶ
べ

き
だ
」
と
、
震
災
後
の
姿
勢
や
対
応
に
賛

辞
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　
「
逆
境
こ
そ
未
来
を
拓
く
」
と
古
人
は

申
し
て
お
り
ま
す
。
都
市
化
が
進
む
に
つ

れ
、
大
自
然
の
恐
さ
と
自
然
か
ら
の
恵
み

を
忘
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。
人
類
が
生
き

て
い
く
為
の
空
気
で
あ
れ
、
水
で
あ
れ
、

奇
麗
に
し
て
く
れ
る
の
が
大
自
然
で
す
。

　

こ
の
震
災
を
契
機
に
、
文
明
の
進
歩
を

拒
む
訳
で
は
な
い
が
、
日
本
の
原
風
景
や
、

昔
な
が
ら
の
生
活
に
時
に
は
立
ち
返
り
、

も
う
一
度
こ
の
国
の
原
点
で
あ
る
精
神
に

立
ち
返
り
、
我
が
国
が
世
界
に
向
け
て
模

範
を
示
し
、
新
た
な
地
平
を
開
い
て
い
く

こ
と
こ
そ
、
犠
牲
に
遭
わ
れ
た
人
た
ち
の

無
念
と
悲
し
み
、
被
災
さ
れ
た
人
達
の
苦

し
み
に
応
え
る
唯
一
の
道
で
あ
り
、
復
興

に
繋
が
る
道
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
人
の
力
で
は
計
り
知
れ
な

い
自
然
に
向
き
会
う
時
、
畏
敬
の
念
と
感

謝
の
誠
で
祈
り
を
捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。

全
国
津
々
浦
々
の
神
社
で
は
、
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
自
然
界
に
鎮
ま
る
神
々
に
、

祈
り
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
ま
で
に
は
長
い
道
の
り
で
す
。
い

ま
日
本
全
体
に
復
興
に
向
け
て
一
体
感
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
時
が
経
て
ば
被
災

し
た
人
と
被
災
し
な
か
っ
た
人
と
の
間
に

無
意
識
の
う
ち
に
溝
が
生
じ
が
ち
で
す
。

そ
の
試
練
も
必
ず
峠
を
越
え
る
と
き
が

く
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
の
峠
を
越

え
る
ま
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
と
と
も
に

歩
み
続
け
、
復
興
へ
の
救
援
支
援
活
動
を

行
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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本
年
度
の
奉
賛
会
総
会
を
七
月

二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

当
社
の
参
集
殿
に
て
会
員
六
十
一
名

が
出
席
し
て
開
催
を
し
た
。

　

総
会
は
、「
国
旗
儀
礼
」に
始
ま
り
、

「
平
成
二
十
二
年
度
活
動
報
告
並
び

に
決
算
報
告
」、「
平
成
二
十
三
年
度

活
動
計
画
案
並
び
に
予
算
案
」、「
奉

賛
会
の
名
称
変
更
」
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
報
告
、
説
明
が
あ
り
、
審
議

を
頂
い
た
。
ま
た
、そ
の
他
と
し
て
、

宮
司
よ
り
参
集
殿
改
築
等
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
、
高

岡
市
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
藤
井

素
彦
先
生
よ
り
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
の
射
水
神
社
」
と
題
し
ご
講
演

を
賜
っ
た
。
先
生
の
専
門
分
野
で
あ

る
美
術
・
工
芸
・
建
築
と
、
射
水
神

社
を
設
計
し
た
建
築
家
の
伊
東
忠
太

氏
、
ま
た
高
岡
と
い
う
土
地
を
絡
め

た
お
話
は
出
席
者
に
と
っ
て
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

藤井先生の基調講演

奉
賛
会
新
入
会
員

　

北
陸
防
水
工
業
㈱

　

㈱
協
和
総
商

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱
高
岡
支
店

　

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
海

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
岡
店

　

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
海

　

ト
ラ
ベ
ラ
ン
ド
高
岡
駅
南
店

　

小
間
印
刷
㈱

　

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱
高
岡
支
社

　

津
田　

昌
明　
　

中
島　

貞
之

　

杉
山　
　

哲　
　

林　

眞
宰
秀

　
　

橋　

尚
也

奉
賛
会
新
任
顧
問

　

川
村　

人
志　
　

永
田　

義
邦

　

多
田　

慎
一　
　

笠
井　

千
秋

入
会
の
薦
め

○
会　

費　
（
年
額
）

　

個
人
会
費　

三
千
円
以
上

　

法
人
会
員　

五
千
円
以
上

○
待　

遇

・
会
員
の
芳
名
は
簿
冊
に
記
録
し
、
御

本
殿
内
に
納
め
置
き
ま
す
。

・
毎
月
の
朔
日
祭
（
一
日
）
・
月
次
祭

（
二
十
三
日
）
斎
行
の
際
、
会
員
各

位
の
家
内
安
全
・
生
業
繁
栄
を
祈
願

致
し
ま
す
。

・
大
祭
毎
に
昇
殿
参
拝
の
ご
案
内
を
致

し
ま
す
。

・
個
人
会
員
に
は
、
六
月
の
夏
越
大

祓
・
年
末
の
師
走
大
祓
等
の
ご
案
内

を
致
し
ま
す
。

・
年
末
に
射
水
神
社
御
神
符
並
び
に
、

特
別
干
支
絵
馬
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

社
報（
年
二
回
）を
お
届
け
致
し
ま
す
。

・
研
修
会
等
の
参
集
殿
の
ご
利
用
に
便

宜
を
お
図
り
致
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

○
事
務
局　

高
岡
市
古
城
一
番
一
号

　

射
水
神
社
々
務
所
内

　

電
話　

〇
七
六
六
（
二
二
）
三
一
〇
四

う
つ
く
し
の
杜 

射
水
神
社
の
集
い

 

神
社
で
落
語

開
催
の
お
知
ら
せ

　
　

と　

き　

十
一
月
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

と
こ
ろ　

射
水
神
社
参
集
殿

　
　

木
戸
銭　

一
、五
〇
〇
円
﹇
入
場
料
﹈

尚
、
崇
敬
奉
賛
会
会
員
は
御
招

待
﹇
本
人
﹈
致
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
お
連
れ
様
は
優
待

料
金﹇
お
一
人
限
り
﹈と
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ
『
ち
り
と
て

ち
ん
』
で
も
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
上
方
落
語
が
射
水
神
社
で

聴
け
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
時
代
劇
「
水
戸
黄
門
」
に

出
演
、
テ
レ
ビ
・
舞
台
に
と
多
才
な

活
動
を
さ
れ
る
桂
春
駒
を
は
じ
め
、

い
ま
人
気
の
若
手
噺
家
の
月
亭
遊

方
・
桂
福
矢
が
参
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
上
方
落
語
は〝
神
社
の

境
内
を
発
祥
の
地
〞と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
多
く
の
方
々
が
親
し
み

を
持
ち
、
気
軽
に〝
う
つ
く
し
の
杜
・

射
水
神
社
〞へ
と
足
を
運
ん
で
い
た

だ
く
機
会
に
と
、「
神
社
で
落
語
」

を
開
催
致
し
ま
す
。
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当
社
の
末
社
高
岡
市
護
國
神
社
は
、

高
岡
市
古
城
公
園
内
の
椿
山
に
ご
鎮

座
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
去
る
四

月
十
四
日
、
晴
天
の
下
、
春
季
大
祭

を
遺
族
会
会
長
の

橋
高
岡
市
長
を

は
じ
め
約
百
五
十
名
参
列
の
も
と
厳

粛
に
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

豊
栄
の
舞
を
奉
納
し
、
御
霊
を

御
慰
め
申
し
上
げ
、
そ
し
て
、
参

列
者
一
同
、
三
千
五
百
七
十
六
柱

の
御
英
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
身
に
付

い
た
罪
や
穢
れ
を
形
代
（
紙
の
人

形
）
に
移
し
祓
う
夏
越
の
大
祓
（
茅

の
輪
神
事
）
に
引
き
続
き
、
子
供

の
成
長
に
と
も
な
い
古
く
な
っ
た

雛
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
に
感
謝
し
、

祓
い
清
め
る
人
形
感
謝
清
祓
式
を

六
月
三
十
日
に
約
百
五
十
名
参
列

の
も
と
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

持
参
頂
い
た
人
形
は
す
べ
て
回

廊
に
飾
り
、
お
祓
い
を
し
御
霊
あ

げ
を
致
し
ま
し
た
。

高
岡
市
護
國
神
社

春
季
大
祭

　

高
岡
開
町
を
奉
祝
し
て
高
岡
市

白
銀
后
町
の
み
な
さ
ま
よ
り
植
樹

頂
い
た
紅
梅
（
表
紙
写
真
）
が
本

年
も
見
事
な
花
を
つ
け
、
我
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
、
高
岡
市
は
開
町
四
百
年

を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
紅
梅
も

四
百
歳
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

幹
は
空
洞
と
な
っ
て
い
る
箇
所

も
あ
り
ま
す
が
、
幹
か
ら
直
接
花

を
つ
け
る
生
命
力
に
は
圧
巻
さ
れ

ま
す
。

紅
梅
満
開

夏
越
の
大
祓
・

人
形
感
謝
清
祓
式
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御
神
恩
を
い
た
だ
き
、

幸
お
お
か
ら
ん
事
を
。

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

　

こ
の
秋
の
結
婚
式
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
参
集
殿
を
新
装
し
、
み
な
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
十
年
に
改
築
工
事
を
行
っ
て
以
来
の

大
々
的
な
工
事
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

工
事
で
は
、
披
露
宴
会
場
内
の
壁
紙
・

じ
ゅ
う
た
ん
の
張
り
替
え
、
不
具
合
箇

所
の
修
理
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
少
人
数
で
の
披
露
宴
や

※
な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
時
期
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

会
食
の
ご
要
望
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
に
工
事
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

次
号
の
社
報
に
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
参
集
殿
を
詳
し
く
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

※
写
真
は
、披
露
宴
会
場
完
成
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

参
集
殿

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
九
月
十
日
予
定
）
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新　

任

権
禰
宜　
　

嶽だ
け　

　
　

徹と
お
る

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

出　

仕　
　

田た

中な
か　

天た
か

美み
つ

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

　

加
賀
藩
か
ら
幕
府
へ
の
献
上
品
や
京

の
公
家
、
寺
の
総
本
山
な
ど
へ
の
贈
答

品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
全
国
に
名

高
い
「
輪
島
そ
う
め
ん
」
で
あ
っ
た
が
、

幕
末
か
ら
衰
退
の
道
を
た
ど
り
、
昭
和

初
期
に
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

氷
見
う
ど
ん
の
ル
ー
ツ
は
、
今
で
は

幻
と
な
っ
た
「
輪
島
そ
う
め
ん
」
で
あ

り
そ
の
技
は
、
江
戸
時
代
に
氷
見
に
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
氷
見
で
は
そ

う
め
ん
よ
り
も
う
ど
ん
が
発
達
し
、
今

で
は
「
稲
庭
」「
讃
岐
」
と
並
ん
で
氷
見

が
三
大
う
ど
ん
の
一
角
を
占
め
る
と
の

評
価
も
あ
る
。
む
ろ
ん
輪
島
伝
来
の「
手

延
べ
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
驚

く
よ
う
な
粘
り
と
コ
シ
の
強
さ
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　

氷
見
う
ど
ん
の
製
造
は
午
前
三
時
か

ら
始
ま
る
。
季
節
や
そ
の
日
の
天
候
、

気
温
に
応
じ
て
水
や
塩
加
減
を
微
妙
に

調
整
し
て
い
る
。
随
所
に
職
人
の
技
を

取
り
入
れ
、
特
に
め
ん
の
生
地
を
踏
む

「
足
踏
み
」
と
め
ん
の
生
地
を
引
き
延
ば

し
て
い
く
「
手
延
べ
」
の
作
業
は
職
人

の
経
験
と
勘
が
大
事
に
な
る
。

　
「
コ
シ
が
あ
る
の
と
、
た
だ
固
い
め
ん

は
違
う
」
と
言
う
よ
う
に
、
海
津
屋
で

は
弾
力
が
あ
っ
て
、
ソ
フ
ト
な
食
感
が

味
わ
え
る
の
も
魅
力
で
あ
る
。
食
べ
方

は
温
か
く
し
て
も
冷
た
く
し
て
も
い
け

る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
と
合
わ
せ
て

も
美
味
し
い
。

越
中
の
食
彩

海
津
憲
太
郎

氷
見
う
ど
ん
海
津
屋

細　麺　冷

東
日
本
震
災
復
興
支
援
活
動

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
の
若
手
神
職
（
四
十
歳
以
下
）
の
集

ま
り
富
山
県
神
道
青
年
会
に
当
社
の
職
員
も

三
名
入
会
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
の
方
針
と
し
て
は
、
月
に
一
度
は
復
興
支
援

活
動
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
強
い
決
意
で
、
三
月

か
ら
炊
き
出
し
や
瓦
礫
の
撤
去
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

神
職
と
し
て「
世
の
為
人
の
為
」の
精
神
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
今
後

も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
活
動
に
参
加
し
て
い
く

所
存
で
す
。

六
月
一
日　

射
水
神
社
関
係
書
籍
一
冊

　
　
　
　
　
『
國
幣
中
社　

射
水
神
社
志
』

奉
納
者　
　

当
社
出
仕　

田
中
天
美

代
表
取
締
役
社
長
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発　

行　

射
水
神
社

発
行
所　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

⑮
高
岡
城
跡
遷
座
の
こ
と

（
そ
の
一
）

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
三
月
、

維
新
政
府
は
神
仏
の
分
離
を
発
令

し
た
。
金
沢
藩
に
お
い
て
は
、
明

治
二
年
七
月
に
二
上
山
養
老
寺

の
知
識
米
取
立
て
指
止
め
令
が
出

さ
れ
た
。
僧
徒
が
神
社
へ
関
与
す

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
山

伏
の
大
部
分
は
四
散
し
て
壮
大
を

誇
っ
た
別
当
寺
は
見
る
影
も
無
く

荒
廃
、
社
人
側
の
主
張
を
い
れ
て

二
上
山
権
現
を
廃
絶
し
、
射
水
神

社
と
改
称
し
た
。
養
老
寺
社
僧
の

慈
尊
院
と
本
覚
坊
は
、
還
俗
し
て

社
人
と
な
っ
た
が
、
金
光
院
は
還

俗
を
こ
ば
み
、
養
老
寺
の
法
燈
を

継
承
し
た
。
な
お
慈
尊
院
は
後
に

真
言
宗
に
戻
っ
て
い
る
。

　

明
治
四
年
、
射
水
神
社
は
県
内

唯
一
の
官
社
で
あ
る
国
幣
中
社
に

列
せ
ら
れ
、
同
八
年
九
月
、
高
岡

古
城
の
本
丸
跡
に
遷
座
し
た
。

　

遷
座
さ
れ
た
高
岡
城
跡
は
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
築
城
の

後
、
わ
ず
か
五
年
あ
ま
り
で
廃
城

と
な
っ
た
。
同
年
三
月
十
八
日
、

加
賀
二
代
藩
主
前
田
利
長
の

隠
居
城
で
あ
る
富
山
城
は
、

大
火
に
見
舞
わ
れ
、
町
の
大

半
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
利

長
は
魚
津
城
に
移
っ
た
が
、

早
々
に
駿
府
の
徳
川
家
康
と

幕
府
の
秀
忠
に
急
使
を
遣
わ

し
て
築
城
を
願
い
出
た
。
四

月
六
日
、
家
康
は
利
長
に
親

書
を
寄
せ
、
火
事
見
舞
い
に

あ
わ
せ
、
築
城
の
許
可
と
城

地
選
定
を
ま
か
せ
る
内
意
を

伝
え
て
き
た
。
利
長
は
風
が

強
く
火
事
の
多
い
富
山
で
再
建
せ

ず
に
、
射
水
郡
の
関
野
の
地
を
選

び
、
築
城
及
び
城
下
町
建
設
を
開

始
し
た
。

　

利
長
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

か
ら
約
十
三
年
間
、
高
岡
城
よ
り

北
方
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
守
山

城
（
二
上
山
西
峰
）
に
居
城
し
て

お
り
、
以
前
よ
り
こ
の
関
野
に
目

を
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

遷座後の国幣中社射水神社（明治８年）
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うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

(0766)22－0808お 問 合 せ

̶うつくしの杜ブライダルフェアのご案内̶

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

j in jya-k@mbs.sphere.ne. jpEメール

参

集

殿

通

信

平成23年5月挙式　宮内様ご夫妻

平成23年3月挙式　島田様ご夫妻

～参集殿リニューアル～

夏に会場をリニューアル。

平
成23年９月18日（日）
10：00～18：00

・模擬挙式＆模擬披露宴
・ワンプレート試食
・料理・引出物展示
・和装・洋装衣装展示

悠久の歴史にいだかれ

　永
とこ

久
しえ

の愛をお誓いします。

秋から同窓会などのご相談も
承ります。

～射水フェスタ
　和モダン～

リニューアル後、初のフェスタ。
一新された参集殿。
是非ご来社下さい。

その他、随時婚礼相談を承っております。

8


